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「
猫
」
の
稿
を
継

ぐ
と
き
に
は
、
大
抵
初
篇
と
同
じ
程
な
枚
数
に
筆
を
擱

い
て
、

上
下
二
冊
の
単
行
本
に
し
よ
う
と
思
っ
て
居
た
。
所
が
何
か
の
都
合
で
頁





が
少

し
延
び
た
の
で
書
肆





は
上
中
下
に
し
た
い
と
申
出
た
。
其
辺
は
営
業
上
の
関
係

で
、
著
作
者
た
る
余
に
は
何
等
の
影
響
も
な
い
事
だ
か
ら
、
そ
れ
も
善

か
ろ
う

と
同
意
し
て
、
先

ず
是
丈






を
中
篇
と
し
て
発
行
す
る
事
に
し
た
。

　
そ
こ
で
序
を
か
く
と
き
に
不

図

思
い
出
し
た
事
が
あ
る
。
余
が
倫
敦






に
居
る

と
き
、
忘
友
子
規
の
病
を
慰
め
る
為
め
、
当
時
彼
地





の
模
様
を
か
い
て
遙
々






と

二
三
回
長
い
消
息
を
し
た
。
無
聊






に
苦
ん
で
居
た
子
規
は
余
の
書
翰






を
見
て
大

に
面
白
か
っ
た
と
見
え
て
、
多
忙
の
所
を
気
の
毒
だ
が
、
も
う
一
度
何
か
書
い

て
く
れ
ま
い
か
と
の
依
頼
を
よ
こ
し
た
。
此
時
子
規
は
余
程





の
重
体
で
、
手
紙

の
文
句
も
頗





る
悲
酸





で
あ
っ
た
か
ら
、
情
誼






上
何
か
認





め
て
や
り
た
い
と
は
思

っ
た
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
遊
ん
で
居
る
身
分
で
は
な
し
、
そ
う
面
白
い
種
を
あ

さ
っ
て
あ
る
く
様
な
閑
日
月
も
な
か
っ
た
か
ら
、
つ
い
其
儘






に
し
て
居
る
う
ち

に
子
規
は
死
ん
で
仕

舞

っ
た
。

　
筺

底







か
ら
出
し
て
見
る
と
、
其
手
紙
に
は
こ
う
あ
る
。

　
僕
ハ
モ
ー
ダ
メ
ニ
ナ
ッ
テ
シ
マ
ッ
タ
、
毎
日
訳
モ
ナ
ク
号
泣
シ
テ
居
ル
ヨ
ウ

ナ
次
第
ダ
、
ソ
レ
ダ
カ
ラ
新
聞
雑
誌
ヘ
モ
少
シ
モ
書
カ
ヌ
。
手
紙
ハ
一
切
廃
止
。

ソ
レ
ダ
カ
ラ
御
無
沙
汰
シ
テ
マ
ス
。
今
夜
ハ
フ
ト
思
イ
ツ
イ
テ
特
別
ニ
手
紙
ヲ

カ
ク
。
イ
ツ
カ
ヨ
コ
シ
テ
ク
レ
タ
君
ノ
手
紙
ハ
非
常
ニ
面
白
カ
ッ
タ
。
近
来
僕

ヲ
喜
バ
セ
タ
者
ノ
随
一
ダ
。
僕
ガ
昔
カ
ラ
西
洋
ヲ
見
タ
ガ
ッ
テ
居
タ
ノ
ハ
君
モ

知
ッ
テ
ル
ダ
ロ
ー
。
夫



ガ
病
人
ニ
ナ
ッ
テ
シ
マ
ッ
タ
ノ
ダ
カ
ラ
残
念
デ
タ
マ
ラ

ナ
イ
ノ
ダ
ガ
、
君
ノ
手
紙
ヲ
見
テ
西
洋
ヘ
往



タ
ヨ
ウ
ナ
気
ニ
ナ
ッ
テ
愉
快
デ
タ

マ
ラ
ヌ
。
若

シ
書
ケ
ル
ナ
ラ
僕
ノ
目
ノ
明
イ
テ
ル
内
ニ
今
一
便
ヨ
コ
シ
テ
ク
レ

ヌ
カ
（
無
理
ナ
注
文
ダ
ガ
）

　
画
ハ
ガ
キ
モ
慥





ニ
受
取
タ
。
倫
敦






ノ
焼
芋






ノ
味
ハ
ド
ン
ナ
カ
聞
キ
タ
イ
。

　
不
折
ハ
今
巴

里

ニ
居
テ
コ
ー
ラ
ン
ノ
処
ヘ
通
ッ
テ
居
ル
ソ
ウ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
。

君
ニ
逢

ウ
タ
ラ
鰹
節
一
本
贈
ル
ナ
ド
ト
イ
ウ
テ
居
タ
ガ
、
モ
ー
ソ
ン
ナ
者
ハ
食

ウ
テ
シ
マ
ッ
テ
ア
ル
マ
イ
。

　
虚
子
ハ
男
子
ヲ
挙
ゲ
タ
。
僕
ガ
年
尾
ト
ツ
ケ
テ
ヤ
ッ
タ
。

　
錬
郷
死
ニ
非
風
死
ニ
皆
僕
ヨ
リ
先
ニ
死
ン
デ
シ
マ
ッ
タ
。

　
僕
ハ
迚



モ
君
ニ
再
会
ス
ル
※



ハ
出
来
ヌ
ト
思
ウ
。
万
一
出
来
タ
ト
シ
テ
モ
其

時
ハ
話
モ
出
来
ナ
ク
ナ
ッ
テ
ル
デ
ア
ロ
ー
。
実
ハ
僕
ハ
生
キ
テ
イ
ル
ノ
ガ
苦
シ

イ
ノ
ダ
。
僕
ノ
日
記
ニ
ハ
「
古
白
曰
来
」
ノ
四
字
ガ
特
書
シ
テ
ア
ル
処
ガ
ア
ル
。

　
書
キ
タ
イ
※



ハ
多
イ
ガ
苦
シ
イ
カ
ラ
許
シ
テ
ク
レ
玉
エ
。

　
　
明
治
卅
四
年
十
一
月
六
日
灯
下
ニ
書
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
　
子
規
　
拝

　
　
倫
敦






ニ
テ

　
　
　
漱
石
　
兄

　
此
手
紙
は
美
濃
紙
へ
行
書
で
か
い
て
あ
る
。
筆
力
は
垂
死
の
病
人
と
は
思
え

ぬ
程
慥





で
あ
る
。
余
は
此
手
紙
を
見
る
度



に
何
だ
か
故
人
に
対
し
て
済
ま
ぬ
事

を
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
書﹅
き﹅
た﹅
い﹅
こ﹅
と﹅
は﹅
多﹅
い﹅
が﹅
苦﹅
し﹅
い﹅
か﹅
ら﹅
許﹅
し﹅
て﹅
く﹅

れ﹅
玉﹅
え﹅
と
あ
る
文
句
は
露

佯







り
の
な
い
所
だ
が
、
書
き
た
い
こ
と
は
書
き
た

い
が
、
忙
が
し
い
か
ら
許
し
て
く
れ
玉
え
と
云
う
余
の
返
事
に
は
少
々
の
遁
辞





が
這

入

っ
て
居
る
。
憐



れ
な
る
子
規
は
余
が
通
信
を
待
ち
暮
ら
し
つ
つ
、
待
ち

暮
ら
し
た
甲

斐

も
な
く
呼

吸

を
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　
子
規
は
に
く
い
男
で
あ
る
。
嘗



て
墨
汁
一
滴
か
何
か
の
中
に
、
独
乙





で
は
姉

崎
や
、
藤
代
が
独
乙
語
で
演
説
を
し
て
大
喝
采








を
博
し
て
い
る
の
に
漱
石
は
倫



敦


の
片
田
舎







の
下
宿
に
燻





っ
て
、
婆
さ
ん
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
云
う
様

な
事
を
か
い
た
。
こ
ん
な
事
を
か
く
と
き
は
、
に
く
い
男
だ
が
、
書﹅
き﹅
た﹅
い﹅
こ﹅
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と﹅
は﹅
多﹅
い﹅
が﹅
、
苦
し
い
か
ら
許
し
て
く
れ
玉
え
抔



と
云
わ
れ
る
と
気
の
毒
で
堪



ら
な
い
。
余
は
子
規
に
対
し
て
此
気
の
毒
を
晴
ら
さ
な
い
う
ち
に
、
と
う
と
う

彼
を
殺
し
て
仕

舞

っ
た
。

　
子
規
が
い
き
て
居
た
ら
「
猫
」
を
読
ん
で
何
と
云
う
か
知
ら
ぬ
。
或





は
倫
敦

消
息
は
読
み
た
い
が
「
猫
」
は
御
免





だ
と
逃
げ
る
か
も
分
ら
な
い
。
然
し
「
猫
」

は
余
を
有
名
に
し
た
第
一
の
作
物
で
あ
る
。
有
名
に
な
っ
た
事
が
左
程





の
自
慢

に
は
な
ら
ぬ
が
、
墨
汁
一
滴
の
う
ち
で
暗



に
余
を
激
励
し
た
故
人
に
対
し
て
は
、

此
作
を
地
下
に
寄
す
る
の
が
或
は
恰
好






か
も
知
れ
ぬ
。
季
子
は
剣
を
墓
に
か
け

て
、
故
人
の
意
に
酬



い
た
と
云
う
か
ら
、
余
も
亦



「
猫
」
を
碣
頭






に
献
じ
て
、

往
日
の
気
の
毒
を
五
年
後
の
今
日
に
晴
そ
う
と
思
う
。

　
子
規
は
死
ぬ
時
に
糸
瓜





の
句
を
咏

ん
で
死
ん
だ
男
で
あ
る
。
だ
か
ら
世
人
は

子
規
の
忌
日
を
糸
瓜
忌
と
称
え
、
子
規
自
身
の
事
を
糸
瓜
仏
と
な
づ
け
て
居
る
。

余
が
十
余
年
前
子
規
と
共
に
俳
句
を
作
っ
た
時
に

　
　
長
け
れ
ど
何
の
糸
瓜
と
さ
が
り
け
り

と
い
う
句
を
ふ
ら
ふ
ら
と
得
た
事
が
あ
る
。
糸
瓜
に
縁
が
あ
る
か
ら
「
猫
」
と

共
に
併



せ
て
地
下
に
捧
げ
る
。

　
　
ど
つ
し
り
と
尻
を
据

え
た
る
南
瓜






か
な

と
云
う
句
も
其
頃
作
っ
た
よ
う
だ
。
同
じ
く
瓜
と
云
う
字
の
つ
く
所
を
以
て
見

る
と
南
瓜
も
糸
瓜
も
親
類
の
間

柄







だ
ろ
う
。
親
類
付
合
の
あ
る
南
瓜
の
句
を

糸
瓜
仏
に
奉
納
す
る
の
に
別
段
の
不
思
議
も
な
い
筈



だ
。
そ
こ
で
序





な
が
ら
此

句
も
霊
前
に
献
上
す
る
事
に
し
た
。
子
規
は
今
ど
こ
に
ど
う
し
て
居
る
か
知
ら

な
い
。
恐
ら
く
は
据

え
る
べ
き
尻
が
な
い
の
で
落
付
を
と
る
機
械
に
窮
し
て
い

る
だ
ろ
う
。
余
は
未



だ
に
尻
を
持
っ
て
居
る
。
ど
う
せ
持
っ
て
い
る
も
の
だ
か

ら
、
先

ず
ど
っ
し
り
と
、
お
ろ
し
て
、
そ
う
人
の
思
わ
く
通
り
急
に
は
動
か
な

い
積



り
で
あ
る
。
然
し
子
規
は
又
例
の
如
く
尻
持
た
ぬ
わ
が
身
に
つ
ま
さ
れ
て
、

遠
く
か
ら
余
の
事
を
心
配
す
る
と
い
け
な
い
か
ら
、
亡
友
に
安
心
を
さ
せ
る
為

め
一
言
断
っ
て
置
く
。

　
　
明
治
三
十
九
年
十
月
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